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保環研だより

　新型コロナウイルス感染症の流行中
は、外出自粛、手洗いやマスクの着用、
アルコール消毒など、普段よりも徹底
した感染予防対策を行っていたのでは
ないでしょうか。その効果のためか、
季節性インフルエンザ等の感染症も減
少していました。
　令和 5 年 5 月から、新型コロナウイ
ルス感染症も季節性インフルエンザと

同じ扱いになり、以前と同様の生活が
戻ってきました。それと同時に、減少
していた感染症も以前と同様に流行す
るようになりました。これまで人類が
根絶できた病原ウイルスは天然痘のみ
です。今後もウイルスとの闘いは続く
ことになります。
　本稿ではウイルスについて知ってい
ただき、日々の感染予防対策に役立て
ていただければと思います。



２ 　ウイルスの構造と増殖について

３　消毒剤と感染予防対策について

　ウイルスは肉眼レベルで見えない微小
な生物（微生物）の仲間であり、細胞に
侵入するための構造物を持ちます（図１）。
　また、ウイルスは自身が増えるために
必要な設計図（核酸）を持っていますが、
動物の細胞内でしか増えることが出来ま
せん。図 2 のようにウイルスは生きた細
胞に侵入し、自身の設計図に基づき爆発
的に増えます。

　ウイルスは、外側に脂溶性の膜（エンベ
ロープ）を持つものと、持たないものの大
きく 2 つに分けられます（図３）。
　エンベロープはエタノールで破壊できる
ため、エンベロープを持つウイルスには消
毒用エタノールが効果的ですが、エンベ
ロープを持たないウイルスにはあまり効果
がありません。
　これらのことを踏まえ、表１にご家庭で一
般的に使われている消毒剤と抗ウイルス効果

　消毒剤の使用は簡単に出来る予防対策の
一つですが、効果的な対策を行うためには、

「うつさない」「かからない」ことを意識し
た複数の対策を講じることが必要です（図
4 と図 5 のとおり）。対策例の詳細につき
ましては下記の政府広報オンラインのホー
ムページをご覧ください。

についてまとめています。記載した消毒剤は、
いずれも有機物（吐物、糞便等）があると
効果が低下するので、掃除や手洗いの後に
使用すると効果的です。また、最適な濃度
や注意事項があるので、まずは製品の説明
書を必ずしっかり読んでください。

２

図 1 ウイルスの構造

図 2 ウイルスの増殖方法

多量のウイルス粒子が、
感染の機会を待っている。

図 3　エンベロープを持つ又は持たないウイルスの例

表 1　アルコール類と次亜塩素酸ナトリウムの
　　    抗ウイルス効果の比較細胞に感染し、

核酸を送り込む。
核酸を基に細胞の中で
コピーを多量に作製。

核酸（RNA 又は DNA）を持つ。

細胞に結合し、侵入する構造物を持つ。

大きさは 20nm ～ 300nm（例外あり） ノロウイルスのイメージ
エンベロープを持たないウイルス

（例）
・ノロウイルス
・エンテロウイルス
   （手足口病等の原因）

・アデノウイルス
    （咽頭結膜熱等の原因）

インフルエンザウイルスのイメージ

エンベロープを持つウイルス
（例）
・インフルエンザウイルス
・新型コロナウイルス
・RS ウイルス

エンベロープ

消毒成分名 製品例
エンベロープの有無別

抗ウイルス効果

アルコール類

次亜塩素酸ナトリウム

ビオレ
( 手指の消毒薬 )

ハイター

ウェルパス

ミルトン

有 無
®

®

®

®
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◎

◎効力が強い　○効力がある　△効力不確実

◎

△

○



　秋から冬にかけて季節性インフルエン
ザやノロウイルスの流行が懸念されます。
　ウイルスの種類により感染予防対策の
工夫が必要ですので、一人ひとりが賢く
感染予防対策を講じていただきますよう
お願いいたします。
　　　　　　　
　　　　　　（ウイルス科　安達　俊輔）

５　おわりに
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図 4 　インフルエンザウイルスの対策例

インフルエンザウイルス対策の参考
（政府広報オンライン）
https://www.gov-online.go.jp/useful/
article/200909/6.html

ノロウイルス対策の参考
（政府広報オンライン）
https://www.gov-online.go.jp/useful/
article/201811/3.html

＜参考＞

●行動制限
（外出を控える）

●手洗い

注)感染源等や対策は一例です。

注)感染源等や対策は一例です。
図 5　ノロウイルスの対策例

飛沫・接触感染者

対策
●マスク

●ソーシャルディスタンス
●アクリル板設置
●アルコール消毒

対策

未感染者

対策
●手洗い・うがい
●予防接種

●アルコール消毒
●入院患者等との面会制限

●手洗い
●行動制限

（調理等控える）

飛沫・接触感染者

対策

●汚物の清掃
●次亜塩素酸ナトリウム消毒
●タオル等の共有しない

未感染者

●手洗い

対策 対策
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空気中の放射性物質をリアルタイムで測定・監視できる！
ダストモニタシステムの紹介

 

空気中の放射性物質をリアルタイムで測定・監視できる！
ダストモニタシステムの紹介

 
　島根県原子力環境センターでは、島根
県民の安全と安心のために、島根原子力
発電所周辺の環境放射線の調査等を行っ
ています。放射線は私たちの五感で感じ
取ることはできません。そのため、私た
ちが放射線の存在や量を知るためには測
定器が必要になってきます。原子力環境
センターでは様々な測定器を使用して、
原子力発電所から敷地外へ予期しない放
射性物質が放出されていないか、常に測
定・監視を行っています。
　今回は、空気中の放射性物質の濃度を
測定するために、原子力環境センターが
設置している測定器の一つであるダスト
モニタシステムについて紹介します。

　私たちの身の回りには日常的に放射性
物質が存在しており、知らず知らずのう
ちに放射線を受けています。この放射性
物質は発生源から自然放射性物質と人工
放射性物質に分けることができます。空
気中に漂っている「ちりやほこり（大気
浮遊じん）」の中にも、放射性物質が含ま
れています。これらは空気中の大気浮遊
じんをポンプ等を使用してろ紙に捕集し、
分析を行うことで測定できます。

１　空気中の放射性物質とは

　空気中の放射性物質の採取と測定は一
般的に別々の機械を人が操作することで
測定を行っています。原子力環境センター
はこれらの採取・測定を一つの機械が自
動で行い、リアルタイムで結果を知るこ
とができる装置（ダストモニタシステム）
図１を導入しました。
　ダストモニタシステムの特徴としては、
大気浮遊じんの捕集と、Ge 半導体検出器
や NaI（Tl）検出器による測定を同時に
行うことができる点です。一般的な方法で
は、採取から測定までに時間を要するため、
リアルタイムの監視はできませんでした。
　ダストモニタシステムは図２のように、
原子力環境センターのデータベースサー
バと発電所周辺の６か所の局舎に設置し
ている装置が常に通信を行っています。
このシステムを導入したことで原子力発
電所から発生した予期しない放射性物質
の早期把握が可能になりました。

２　ダストモニタシステム

図１　ダストモニタシステム



　また、ダストモニタシステムの検出器
は、放射性物質を自然放射性物質と人工
放射性物質など細かく分けて測定するこ
とができます。図３のように、原子力環
境センターに送られたデータを解析する
ことで、リアルタイムで何の放射性物質
がどのくらい存在しているか確認するこ
とができます。これによって、原子力発
電所から発生した放射性物質の有無をす
ぐに判別することができます。
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図２　ダストモニタシステムのネットワーク

図３ ダストモニタシステムの測定結果（平常時は自然放射線のみ測定される）

　福島第一原子力発電所事故を踏まえて、
島根県においても万が一の場合に備えた
対応を行っています。今回紹介したダス
トモニタシステムなどを整備し、不測の

事態が起きた場合にも早期に放射線状況
に関する情報収集を行い、放射線影響の
評価材料を提供できる体制をとっていま
す。
        （原子力環境センター　加藤　季晋）

３　おわりに
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島根県原子力環境センターでは
どんなものを測定しているの？？
島根県原子力環境センターでは
どんなものを測定しているの？？

　島根県原子力環境センターのモニタリ
ングの目的の一つに「原発周辺環境にお
ける放射性物質の蓄積状況を把握するこ
と」と定めており、常日頃から色々な試
料を測定しています。
　「原子力」という名前がついているため
なのか当センターの見学会にお越しに
なった方からは、「何か危ないものを測定
しているのか？」というような質問を頂
くことが多いです。そこで今回は当セン
ターがどんなものを測定しているかいく
つか紹介します。

　大気中に漂っているちりやほこりとそれ
に付着した粒子状物質をろ紙で捕集し、大
気中の放射性物質濃度を測定しています。
　大気中に漂っている放射性物質の影響
は体の外側からの被ばくだけではありま
せん。私たちはいかなる時も呼吸をして
いるので、体の内側でどの程度被ばくす
るか調査するためにも大気浮遊じんの測
定はとても重要となります。大気浮遊じ
んは原発事故時のモニタリングでも真っ
先に測定しなければならない試料の一つ
となります。

　大気から下降し、土壌に蓄積した放射
性物質の濃度を測定する目的で測定して
います。このため緊急時には沈着状況を
把握するため速やかに測定することとし
ています。

　原発は海岸沿いに設置されているため、
原発由来の放射性物質が海水で検出され
ないか調査しています。
　当センターは島根県水産技術センター
所有の船「やそしま」に原発の放水口付近
やその沖の海水の採水をお願いしています。
また、廃炉作業中ですが、１号機放水口か
ら出る海水は当センターの職員が原発敷地
内に入り、直接採水しています。
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（引用元：島根県原子力環境センターパンフレットを一部変更）

〇大気浮遊じん

〇陸土

〇海水



　秋から冬にかけて季節性インフルエン
ザやノロウイルスの流行が懸念されます。
　ウイルスの種類により感染予防対策の
工夫が必要ですので、一人ひとりが賢く
感染予防対策を講じていただきますよう
お願いいたします。
　　　　　　　
　　　　　　（ウイルス科　安達　俊輔）

　原発が動いていないから人工放射性物
質は検出されないだろうと思う方もい
らっしゃるかと思いますが、試料の中に
は原発事故等で放出される放射性物質の
一つであるセシウム 137 が検出されるこ
とがあります。しかし、これは島根原発
の影響ではなく、過去の大気圏内核実験
等によるものです。最後の大気圏内核実
験が 1980 年代に実施されましたが、セ
シウム 137 の半減期は約 30 年であり、
１半減期しか経っていないため、現在で
も検出されることがあるのです。福島第
一原子力発電所事故の直後は当県の試料
でもセシウム 137 が有意に検出されまし
たが、現在は事故以前の水準と変わりま
せん。
　当センターが測定した結果は、３か月毎に評価を行い、
県のホームページで公表していますので、調査結果を御
覧になりたい方は下記の URL にアクセスしてください。
https://www.pref.shimane.lg.jp/bousai_info/bousa
i/bousai/genshiryoku/sihannki.html

　　  
        （原子力環境センター　松島　純也）

　農産物は原発周辺の農家から直接購入し、
測定しています。種類は大根、ほうれん草、
キャベツ、精米、茶の葉であり、日常的に
食べられている野菜等を選択しています。

　海産生物は、JF しまねから購入し、かさ
ご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あ
らめ、わかめ、いわのり、ほんだわら類を
測定しています。貝や海藻等の他の海域に
動かない生物に絞り、原発周辺の試料とし
て調査しています。
　農産物や海産生物は前述した試料と異な
り、大量の試料を灰化することで、試料を
濃縮し、放射性物質が検出されやすくしま
す（多くの放射性物質は沸点の高い金属元
素であり、灰化する段階でなくなりませ
ん）。

　生物の体を構成する元素には一定の割合
で放射性のものが含まれているため、農産
物・海産生物を測定した場合、自然由来の
放射性物質が検出されます。

　浄水場の原水を数十リットル採取し、
蒸発させ、残留物を測定します。平常時
は水を蒸発濃縮することで、微量に含ま
れる放射性物質を検出しやすくしますが、
原発事故等の緊急時は水のままの状態で
測定します。水は人間にとって不可欠な
もので、原発事故時は大気浮遊じんと同
じく速やかに測定し、安全かどうか確認
します。
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（引用元：島根県原子力環境センターパンフレットを一部変更）

〇農産物・海産生物 〇水道水

〇測定結果は問題ない？？
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